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１０．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るため

の措置に関する事項 

【１】 都市機能の集積の促進の考え方  

１．土浦市都市計画マスタープランでの位置づけ 

都市計画マスタープランにおける地区の基本目標では、中心市街地について以下のように位

置づけている。（中心市街地抜粋） 

 

[基本目標] 

（１）都心部にふさわしい機能の集積 

①市街地開発 

土浦駅前北地区、大和町北地区、土浦駅東口周辺地区、中央一丁目地区の整備を推進し、

商業・業務、住宅、文化、交流、観光、レジャー、情報などの都市機能が集積した市街地を

形成する。 

②高次都市機能の配置 

県南の中核的な都心部として、多様で、利用しやすい高次都市機能の集約的な配置に努 

める。 

③土浦らしい都心部の形成 

買い物や通勤・通学で訪れる人のほか、亀城公園周辺や、霞ケ浦などへの観光客など、本

市に住む人々だけでなく訪れる人々にも愛される都市づくりを目指す。 

④市街地の水・緑 

街と水辺が近いことを活かし、都心部で水や緑を感じることのできる、都市と自然が融合

した空間の形成を目指す。 

⑤住まいの場 

都心部に点在する低・未利用地の活用や、建物の共同化を図り、居住機能を確保する。 

（２）円滑で安全な交通網の形成 

①道路・公共交通 

スムーズに土浦駅にアクセ 

スできる道路・公共交通環境の 

形成を図る。 

②歩行者・自転車交通 

安心して安全に散策できる

歩行者空間や、安全・快適に

走ることが出来る自転車空間

のネットワーク化を推進す

る。 

 
  図 都心部の整備計画図 




